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2024 年 3 月にアジア研究図書館研究開発

部門（RASARL）から、アジア研究図書館

叢書の第 5 巻として『アジア研究図書館所

蔵柳橋博之氏旧蔵資料目録』（以下、『目録』

と略記）が刊行された。  
本目録は、日本のイスラーム法学研究を

牽引し、2023 年 3 月に東京大学イスラム学

研究室を退職された柳橋博之氏（東京大学

名誉教授）が、長年の研究において収集し

た資料のうち、将来のイスラーム法研究の

観点から広く利用が望まれる資料 371 点を

アジア研究図書館に寄贈されたことを端緒

として、それらを整理・目録化したもので

ある。本コレクションをアジア研究図書館

が受贈した経緯や、その作業プロセスにつ

いては、『目録』所収の河原弥生氏（RASARL
准教授）による「はじめに」に、また柳橋

氏の業績や本コレクションの紹介について

は、小野仁美氏（東京大学大学院人文社会

系研究科助教）による「解題」に譲るとし

て、本稿では報告者が実際に資料を整理し、

主としてアラビア語の書誌データを作成し

た過程から、本コレクションとアジア研究

図書館蔵書の関係について所感を記すこと

にする。  
本コレクションの第 1 の特徴は、イスラ

ーム法学とハディースに関するアラビア語

資料の豊富さである。以前より、アジア研

究図書館には「6 XA:167c（西アジア・アラ

ビア語・ハディース）」や「6 XA:320（西ア

ジア・アラビア語・法律）」の分類のもとに、

ハディース集や前近代の法学書の所蔵はあ

った。しかしいずれの分類についても、対

象とする時代が浅く、断片的であり、ハデ

ィース学やイスラーム法学において古典と

して扱われ、基礎資料となる蔵書を構築す

るには至っていかなかった。柳橋氏の旧蔵

資料は、彼の研究対象がイスラーム法学の

形成期にフォーカスしていたこともあり、

こうした蔵書の欠缺を埋める役割を果たし

た。その多くが自動書庫に収められている

という点は残念だが、利用者にとってイス

ラーム法学の古典的著作や、今なお参照さ

れる著名なハディース集へのアクセスが向

上したことは、当該研究分野の裾野を広げ

ることに貢献するだろう。  
しかし、本コレクションの最大の貢献は、

他の点にある。前段と矛盾するかもしれな

いが、昨今誰しもが参照するイスラーム法

学書やハディース集は、Internet Archives 経

由で利用できたり、テキスト処理を経てデ

ータベース化されていたりする。正直なと

ころ、報告者も外出先や研究会中にふと参

照する必要ができたときには、オンライン

による利用が多い。  
そうした現代的な事情を差し引いてもな

お、本コレクションが抱える意義とは、柳

橋氏が海外調査時に収集した、イスラーム

法に関する現地の研究書の存在である。氏

の蔵書には、資料を入手した場所や発送時

『アジア研究図書館所蔵柳橋博之氏旧蔵資料目録』  
（アジア研究図書館叢書 5）刊行報告  

 
早矢仕  悠太  

（前・東京大学附属図書館アジア研究図書館上廣倫理財団寄付研究部門  
（U-PARL）特任専門職員）  



東京大学アジア研究図書館ニューズレター第 15 号（2024） 

 

 
- 2 - 

 

期について書き込まれている。そこからは、

氏がパリやチュニス、アンマンなど海外調

査の折に、書店をめぐり現地の研究書を収

集していたことがわかる。  
こうした現地の研究書にはいくつかの価

値がある。1 つは、アラビア語圏における

イスラーム法理解についての分析資料とな

ることである。この分析は前近代のイスラ

ーム法と、中東・北アフリカにおける近現

代の法制度、さらには西洋法と比較して行

われることが多い。もう 1 つの意義は、イ

スラーム法の特定分野において、複数の法

学派の学説を通覧する記述を提供すること

である。古典的著作の議論は網羅的ではあ

るが、自らが属する学派学説の検討にとど

まっている。それらをある 1 つのテーマで

学派横断的に掘り下げる試みは、イスラー

ム法全体の法制史的側面を検討する際には

欠かせない。また、欧米諸語による同じ関

心をもつ研究書と比較して、流通量も限ら

れているため、国内機関未所蔵のものも多

く、その希少性は極東という地理的事情を

加味すれば一層高まる。  
最後に以下では、そうしたアラビア語に

よる研究書のうち、特筆すべきいくつかの

資料を『目録』から抜粋して列挙する（冒

頭の数字は『目録』における通し番号、末

尾丸括弧内の数字は登録番号）。なお編集の

都合上、書誌の一部はラテン文字に転写し

た。本コレクションが、すでにイスラーム

法学研究を志している利用者の貴重な研究

素材になるだけでなく、イスラームや中東・

北アフリカに関連する多様な研究分野への

関心を刺激して、研究の裾野が広がってい

くことを願ってやまない。  
 
1. 訴訟手続きや司法制度について：裁判に

おける立証方法や判決の要件効果。  
231 al-Aḥkām al-ithbāt / Riḍā al-Mazghanī. — 

[al-Riyāḍ] : Muʿahhad al-Idāra al-ʿĀmma, 
1985. — (0015075658) 
279 al-Qaḍāʾ fī al-Sharīʿa al-Islāmīya : 
ḥukmuhu wa-shurūṭuhu wa-ādābuhu : dirāsa 
muqārana / taʾlīf Fārūq ʿAbd al-ʿAlīm Mursī. 
— Jidda : ʿĀlam al-Maʿrifa, 1985. — 
(0015075666) 
 
2. 契約法について：破産の効果や手続き、

リバーや有償消費貸借、契約における射倖

性概念を扱う専論。  
239 al-Iflās fī al-Sharīʿa al-Islāmīya : dirāsa 
muqārana / ʿAbd al-Ghaffār Ibrāhīm Ṣāliḥ. — 
[al-Qāhira] : Maṭbaʿat al-Saʿāda, 1980. — 
(0015079163) 
257 al-Ribā wa-al-farḍ fī al-fiqh al-Islāmī : 
dirāsa muqārana bi-l-awḍāʿ al-iqtiṣādīya al-
muʿāṣira / Abū Sarīʿ Muḥammad ʿAbd al-Hādī. 
— [al-Qāhira] : Dār al-Iʿtiṣām, [19—]. — 
(0015079106) 
266 al-Gharar wa-atharuhu fī al-ʿuqūd fī al-
fiqh al-Islāmī : dirāsa muqārana / taʾlīf al-
Ṣadīq Muḥammad al-Amīn al-Ḍarīr. — al-
Ṭabʿa 2. — al-Kharṭūm : al-Dār al-Sūdānīya li-
l-Kutub ; Bayrūt : Dār al-Jīl, 1990. — 
(0015077308) 
 
3. イスラーム法史：特に所有権と売買規定

に焦点を当てる。  
263 al-Sharīʿa al-Islāmīya : tārīkhuhā wa-
naẓarīyat al-milkīya wa-al-ʿuqūd / Budrān Abū 
al-ʿAynīn Budrān. — Iskandarīya : Muʾassasat 
Shibāb Jāmiʿa, 1986. — (0015079114) 
 
4. 刑事法について：刑事事件における動機

や責任能力の考慮や認定について、学派横

断的な観点からの分析。  
240 al-Bāʿith al-atharuhu fī al-masʾūlīya al-
jināʾīya : dirāsa muqārana bi-aḥkām al-Sharīʿa 
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al-Islāmīya / ʿAlī Ḥasan ʿAbd Allāh al-Sharfī. 
— al-Ṭabʿa 1. — al-Qāhira : al-Zuhrāʾ li-l-
Iʿlām al-ʿArabī, 1986. — (0015077266) 
 
5. 統治理論について：251 は統治のための

権能や委任をめぐる議論を、イスラーム法

と西洋政治思想の観点から分析。254 はヒ

スバという市場監督制度の権限について、

また関連する歴史的なイスラーム世界の市

場についても扱う。  
251 al-Tafwīḍ fī al-Ikhtiṣāṣ : dirāsa muqārana / 
Bashshār ʿAbd al-Hādī. — ʿAmmān : Dār al-
Furqān, 1982. — (0015075641) 
254 al-Ḥisba wa-al-muḥtasib fī al-Islām / nuṣūṣ 
jamʿuhā wa-qadima lahā nuqūlan ziyāda. — 
Bayrūt : al-Maṭbaʿat al-Kāthūlīkīya, 1963. — 
(Nuṣūṣ wa-durūs ; 21). — (0015078959) 
 
6. 婚姻法について：離婚撤回の要件効果に

ついて学派横断的に通覧。加えてエジプト

とスーダンでの離婚慣行も含む。  
258 al-Rujʿa fī al-fiqh al-Islāmī : dirāsa 
muqārana : maʿa bayān mā yajrī ʿalayhi al-
ʿamal fī al-maḥākim al-Miṣrīya wa-al-
Sūdānīya / ʿAbd al-Ghaffār Ibrāhīm Ṣāliḥ. — 
al-Qāhira : Maktabat al-Nahḍat al-Miṣrīya, 
1979. — (0015075781) 
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1. はじめに  

筆者は 2021 年 5 月～2024 年 3 月まで、

アジア研究図書館の博士課程学生スタッフ

として、アジア研究図書館の業務に関わる

機会を得た。筆者の専門は文化人類学であ

り、2019 年からラオスの首都ビエンチャン

を調査地とした研究を行っている。ここで

はラオスに関する研究の経験に基づきなが

ら、アジア研究図書館のラオス関連所蔵資

料について、その傾向や特徴を述べ、さら

にその中から数点の資料を紹介するととも

に、今後の資料収集に向けた（筆者なりの）

ご提案ができれば幸いである。  

 

2. 所蔵資料の規模  

アジア研究図書館のラオスに関連する蔵

書は東京大学の各種図書館中でも所蔵数が

多く、さらに開架の一般図書として容易な

アクセスが可能であるという点で、学内で

ラオスに関連する情報にアクセスする重要

な窓口になっていると考えられる。  

アジア研究図書館のラオス関連資料は

（辞書や、ラオスに限定されない複数地域

を対象とした書籍を除き）資料番号では「3-

05」に分類されている。実際に書架を訪れ

てみるとそのスペースは、左から右へ 7 分

 
1 例えば東京大学 OPAC で「件名」（図書の主題）を「Laos」に設定し検索すると、該当件数は 235 件、

そのうちアジア研究図書館は 66 件を所蔵している。さらに OPAC の検索対象ではないがアジア研究図

書館に所蔵されているユネスコ・アジア文化センター（ACCU）寄贈識字教育資料には、ラオスで発行

された資料が 119 点（うちラオス語のものが 110 点）存在する。また、言語を「ラオ語」に設定し検索

すると、該当件数 67 件のうち、32 件はアジア研究図書館所蔵の資料である（自動書庫所蔵の資料を含

む。ACCU 識字教育資料を含めば 142 件）（以上、すべて 2024 年 3 月 18 日時点の検索結果）。  

割された一列の書架のうちの、1 区画に満

たない範囲に収まっている（下写真）。  

これはアジア研究図書館の他国に関する

資料と比べると少ない部類に入る（例えば

すぐ隣にあるタイ関連の資料は一列のうち

6 区画を占めている）。しかし研究分野や主

題を超えて「ラオス」に関する資料が一区

画にまとまっていることは珍しく、また東

京大学内の図書館ではおそらく最大規模の

所蔵数であると考えられる1。 

 国内他図書館に目を転じると、ラオスに

 

 

アジア研究図書館ラオス関連所蔵資料について  

 

大村  優介  

（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所  研究機関研究員）  

 

 

ラオス関連資料は赤枠で囲んだ部分 

（筆者撮影） 



東京大学アジア研究図書館ニューズレター第 15 号（2024） 

 

 

- 5 - 

 

関わる資料を多数所蔵している機関として

は、JETRO・アジア経済研究所、東京外国

語大学、京都大学などが挙げられる2。日本

国内のラオス研究の重要拠点であるこれら

の機関に比べると東京大学の蔵書数は圧倒

的に少ないものの、これらの機関に続く所

蔵規模を持っていると言えるだろう。  

 

3. 背景：ラオスにおける出版事情  

 先ほど、アジア研究図書館内で他国関連

資料に比べ、ラオスに関わる資料の数が少

ないことを述べた。これは東京大学に限っ

たことではなく、「ラオスにおける」、そし

て「ラオスについての」出版物に関わる事

情によるものなのであるが、この点につい

て簡単に述べておきたい。  

 まず「ラオスにおける」出版事情の重要

な背景として、ラオスは人民革命党という

党による一党支配体制であり、政府は人民

革命党の下に置かれ、出版は政府の厳しい

検閲の対象となっているという状況がある。

ラオス政治を専門とし、ラオスでの長い研

究経験を持つ山田紀彦氏は 2009 年時点で

「ラオス語による専門的な本は、ほとんど

ありません。革命時代の物語や小説が一般

向けに出されている程度で、それ以外は党・

政府の刊行物です」と述べ、ラオスの出版

業界は「非常に小さい」と指摘している3。 

筆者が 2019 年～2021 年までラオスの首

 
2 各機関の OPAC での検索結果によれば、「件名」または「主題」を「Laos」に設定し検索した場合、ア

ジア経済研究所が 3324 件、東京外国語大学が 1089 件、京都大学が 557 件であった。他方、言語設定を

「ラオス語」とした場合、東京外国語大学が 1908 件、アジア経済研究所が 1138 件であった（京都大学

OPAC では言語設定のみの検索ができなかった）（すべて 2024 年 3 月 18 日時点の検索結果）。  
3 山田紀彦、2022 年（印刷版 2013 年）、「ラオスの新聞と資料について」、p76、東南アジア逐次刊行物プ

ロジェクト編、2022 年（印刷版 2013 年）、『東南アジア逐次刊行物の現在～収集・活用のためのガイド

ブック』（デジタル版）、Japan-ASEAN Transdisciplinary Studies Working Paper Series No. 14、pp. 76-80。ラ

オスに関する記述は、2009 年 10 月 30 日におけるヒアリングに基づき収録された内容。  
4 2023 年現在首都ビエンチャンにある民間の書店については、本ニューズレターの第 14 号において千

葉綾乃氏が詳細に報告している（澁谷由紀・千葉綾乃・チンガイリャン、2023 年、『東京大学アジア研

究図書館ニューズレター』第 14 号、pp.13-15）。  
5 日本全国の大学図書館等の所蔵に関するデータベース CiNii Books で「件名」を「Laos」に設定すると

検索結果は 2496 件と表示されるが、「Thailand」では 16164 件、「Vietnam」では 10056 件がヒットした

（すべて 2024 年 3 月 18 日時点での結果）。  

都ビエンチャンで長期調査を行った際にも

この状況は大きくは変わっていなかった。

首都にある比較的規模の大きい図書館とし

てはラオス国立図書館、ラオス国立大学図

書館、ビエンチャン市立図書館などがある

が、ラオス語の書籍は驚くほど少ない。例

えば国立図書館で開架でアクセスできるラ

オス語書籍のスペースは、1 フロアに満た

ない規模であった。また、民間の書店も片

手で数えるほどである4。  

 次に「ラオスについて」の出版物に関わ

る事情である。ラオスに関する研究を始め

ようとすると直面するのは、（タイやベトナ

ムなど周辺国に関する研究との比較で）ラ

オスに関する専門書が著しく少ないことで

ある。無論多分野で重要な研究がなされて

いるが、ある程度の分厚さを持った書籍と

して刊行されることは多くない 5。さらに、

「東南アジア」をタイトルに掲げ、東南ア

ジア内の諸地域に関する複数の論考を収め

た論文集を開いてみても、ラオスに関する

論考は含まれていないことはしばしばある。

その背景には、1975 年に一党体制になって

以降、1990 年代末頃までしばらく国外研究

者による現地調査が強く制限されており、

現在も研究テーマによっては調査活動が困

難なことがある。さらに、国外の研究者が

ラオスで研究活動を行う際の窓口となる研

究機関も充実しているとは言えない。  
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4. 所蔵資料の特徴  

 アジア研究図書館の所蔵資料に話を戻せ

ば、まず特筆すべきはラオス語資料の存在

である。東京大学全体のラオス語資料のう

ち、半数以上がアジア研究図書館に所蔵さ

れている（自動書庫所蔵資料を含む）6。内

容を見ると辞書、文法書、仏教（上座部仏

教）関連書、歴史書などである。ラオス語

書籍の多くは政府系機関（国立図書館、国

立大学、教育省）によって出版された書籍・

報告書であるが、民間書店による出版物も

数点含まれている。また、開架ではなく事

前の閲覧申請が必要な資料ではあるが、ユ

ネスコ・アジア文化センター（ACCU）から

寄贈された識字教育資料が所蔵されており、

ラオス語で作成されたパンフレット、ポス

ター、冊子などが計 110 点閲覧可能である

（他に英語の識字教育資料が 9 点ある）。  

ラオス関連資料の所蔵場所は基本的にア

ジア研究図書館フロアの「3-05」の区画で

あるが、辞書類は同フロアの参考図書コー

ナー内に配架されている。ラオスで近年出

版された国語辞典の他、現体制成立前の

1960 年代に出版された国語辞典、パーリ語

‐ラオス語辞典なども含まれている。  

 また、（非ラオス語の）ラオスに関する報

告書や研究書が分野を横断して「ラオス」

という括りで集められ、アクセス可能にな

っていることも重要である。研究書として

は近年出版された開発研究、文学、宗教（仏

教）研究、文化人類学、歴史学、政治学、

植物学等の書籍が含まれており、単一の著

者よるモノグラフも、複数著者による論文

集もある。その他には探検家による旅行記

 
6 註 1 を参照。  
7 René de Berval (ed.), 1959. Kingdom of Laos: the land of the million elephants and of the white parasol.  

Saigon: France-Asie. (Originally published in French in 1956)  
8 Marc Askew, Williams S. Logan, Colin Long (eds.) 2007. Vientiane: transformations of a Lao landscape . 

London : New York : Routledge.  

録や、第二次世界大戦後から 1975 年の社会

主義体制成立以前の王国政府時代に英語で

出版された報告書も所蔵されている。  

これら非ラオス語書籍は英語で書かれた

ものが中心であるが、他に日本語、フラン

ス語、そしてごくわずかであるがタイ語や

ベトナム語の出版物も置かれている。  

 

5. 所蔵資料紹介  

 ここからは、上で述べた蔵書の中から資

料を 5 点紹介したい。 

 Kingdom of Laos（画

像①）7は、王国政府

時代の 1959 年の出版

物である。同書には

地理、歴史、芸術、民

衆の生活文化、信仰、

言語など、多岐にわ

たる分野の論考が含

まれている。執筆者

にはフランスの研究

者のみならず、ラオ

スの王族であり首相を数回務めたスワン

ナ・プーマなど、王族・政治家も含まれて

いる点が特徴的である。  

 近年の研究書を見

ると、例えば Vienti-

ane: Transformations 

of a  Lao Landscape

（画像②）8は、ラオ

スの首都ビエンチャ

ンの成り立ちから現

代に至る歴史的変遷

について詳細に検討

した、世界的に例の

資料画像①（筆者撮

影。以下も同様） 

資料画像② 
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少ない研究書である。  

また、Medicinal Pla-

nts of Laos（画像③）

9はラオスにおける薬

用植物の利用状況、分

類・名称などについて

取り上げている。2023

年刊行の新しい著作

であるが、現時点で国

内図書館唯一の所蔵

だと考えられる10。 

 

ラオス語の資料では仏教や近代以前の歴

史に関する書籍が目立つ。例えば ພຣະໄຕຣ

ປິ ດົກ ສະບັບຫຍ ໍ້ ສ ຳລັບປະຊຳຊົນ (Ph-ratraipid

ok: sabap nyo samlap pasason)（画像④）11

は上座部仏教に伝わるパーリ経典のラオス

語訳・要約版であり、本文部分は 811 ペー

ジに及ぶ。画像⑤の ປະເພນີ ລຳວ 

(Phapheni Lao)12は「ラオスの伝統」を意味

するタイトルであるが、ラオスの人口のマ

 
9 Djaja Djendoel Soejarto, Kongmany Sydara, Bethany Gwen Elkingon (eds.) 2023. Medicinal plants of Laos. 

Boca Raton: CRC Press.  
10 2024 年 3 月 18 日時点、CiNii Books による検索結果。  

11  ດວງໄຊ ຫລວງພະສີ . (trans. & ed.) 2010. ພຣະໄຕຣປິ ດົກ ສະບັບຫຍ ໍ້ ສ ຳລັບປະຊຳຊົນ. 

ກ ຳແພງນະຄອນຫລວງວຽງຈັນ: ສ ຳນັກພິມຫລວງພຳສີ . 

12 ມະຫຳສິ ລຳ ວີ ລະວົງສ໌, ໄພວັນ ມຳລຳວົງ, ວີ ຣະວັດ ວິ ໄລຈັກ, ຈັນທະວີ ສຸກ ລັດຕະນະ. 2014. ປະເພນີ ລຳວ ກຳນສ ູ່ ຂວັນ 

ປະເພນີ  ແຫູ່ ງກຳນຕັໍ້ ງຕົໍ້ ນຊີ ວິ ດ: ກຳນເກີດ ກຳນບວດ ກຳນແຕູ່ ງດອງ ກຳນຕຳຍ ແລະທັດສະນະວິ ຈຳນ. 

[ນະຄອນຫລວງວຽງຈັນ]: ສ ຳນັກພິມ ດອກເກດ. 

ジョリティを占める（エスニシティとして

の）ラオの人々の間で上座部仏教の信仰と

関連して長らく行われてきた、様々な儀礼・

習慣（例えば生死、結婚、出家などに関わ

るもの）について解説している。主たる著

者は著名な歴史学者・文学者のマハー・シ

ラー・ウィラウォンであるが、三人の僧侶

も執筆に加わっている。 
 

6. 今後の資料拡充に向けて  

 最後に、ここまで紹介してきたアジア研

究図書館のラオス関連資料の蔵書規模をさ

らに拡充・充実させる上での方向性につい

て、筆者なりの見解を述べたい。  

 「2.所蔵資料の規模」、「4 所蔵資料の特徴」

で述べたように、アジア研究図書館のラオ

スに関連する蔵書は他地域に関するものと

比べて決して規模は大きくはないが、ラオ

スに関連する資料を地域別にまとまった状

態で閲覧できる点で、東京大学内で貴重な

蔵書であると考えられる。今後は「非ラオ

ス語のラオスについての資料（主に研究書・

報告書）」と「ラオス語の資料」、どちらの

方向でも、さらに資料を拡充していくこと

が期待される。  

 「3.背景」で述べたように、ラオスについ

ての研究書は未だ決して多いとは言えず、

研究分野・研究主題の幅・厚みは少しずつ

拡大している最中である。その中で日本語

の書籍については東京大学内の総合図書館、

駒場図書館や、各学部図書館・図書室に各

専門分野ごとに配架される可能性がある。

資料画像③ 

資料画像④ 資料画像⑤ 
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それゆえアジア研究図書館としては、主に

英語やフランス語での研究書の出版動向を

追うことが重要だろう。特にフランス語の

研究書は現在同図書館に数点しかないため、

調査・収集は特に高いと考えられる。  

 他方、ラオス語資料は東京大学内の他館

で所蔵される可能性が低く、アジア研究図

書館の役割がより一層期待される。その際

の障壁の一つとしては、ラオス国外からラ

オス語の資料を入手することが困難である

ことが挙げられる13。  

また、ラオス国内にいたとしても資料の

入手は容易ではない。ラオスにおいて書店

はほぼ大都市に集中しており、さらに都市

部でも書店の数は非常に少ない上、主たる

ラインナップは児童書、教科書、翻訳本、

輸入本であることが多い。それゆえ、書店

での購入以外の手段も重要な資料の入手手

段となる。例えば、ラオス国立大学が発行

している研究報告や学生向けの冊子、政府

機関による冊子、首都ビエンチャンにある

美術ギャラリーにて販売されている小規模

出版の書籍・冊子などが入手候補として考

えられる。特に大学・政府機関発行の冊子

は（近年ではオンラインで公開されている

ものも多いが）アポイントメントを取って

訪問し直接入手する必要があるなど、収集

のハードルが高い。いずれにせよ、特にラ

オス語資料の入手に際しては、ラオスでの

現地調査を行う研究者と連携し、現地調査

の中で得られた資料を収集・所蔵すること

が重要であると言える14。  

 言語にかかわらずジャンルに注目してみ

た場合、現在特に不足しており今後の入手

 
13 澁谷由紀・千葉綾乃・チンガイリャン、2023 年、『東京大学アジア研究図書館ニューズレター』第

14 号、pp.13-15. 
14 例えば筆者は昨年ラオス国立サーカスの歴史に関する冊子（非売品）を入手し、2024 年に同冊子を

アジア研究図書館に寄贈予定である。筆者は首都ビエンチャンにあるギャラリーのオーナーからその

冊子の存在を知り、その後国立サーカスの Facebook ページに記載されていた電話番号を見て関係者へ

連絡を取り、アポイントを取り、劇場内の事務所で冊子を受け取った。  

候補になると思われるのは、ラオスの芸術・

工芸・芸能・伝承に関わる書籍、ラオス語

の現代文学作品（小説・詩）、ラオスで発行

されている雑誌、国家指導者の著作・発言

集、党（ラオス人民革命党）の方針や党大

会に関わる冊子などである。特に文学作品

については決して出版数は多いとは言えな

いもののラオスの書店で入手することがで

き、また、雑誌については近年は大衆雑誌、

デザイン専門雑誌、ビジネス業界誌なども

発行されており、現代のラオス社会を知る

資料として収集の価値があると思われる。  

 

7. おわりに  

 日本においてラオスに関連する資料にア

クセスできる図書館は決して多くはない。

そんな中でラオスに関心を持ち情報を入手

したい、ラオスについて研究を行いたいと

考える利用者にとっては、ラオスに関わる

資料がまとまっており、開架で手に取るこ

とのできるアジア研究図書館のような場が

あることは非常に意義深いことである。  

 既に述べたように、アジア研究図書館の

ラオス関連資料の蔵書は、ラオス語資料の

収集、ラオスについての研究書の収集の両

面でまだまだ大いに発展の余地がある。ハ

イペースにとはいかないかもしれないが、

定期的に少しずつ、着実に蔵書の充実が図

られることが期待される。  
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1. はじめに  

かつて 2000 年代はじめには、第一に利

用申請、閲覧申請、複写申請のそれぞれの

段階で許可に多くの日数を要すこと（八尾・

岡田 2003）、第二に利用者本人が記した研

究計画書やベトナム側研究機関等からの

「公文」（正式な紹介状）が必要であったこ

となどから、ベトナム国家公文書館の利用

のハードルは非常に高かった。この 20 年ほ

どの間、それぞれの許可の段階に要する時

間は大幅に短縮されてはきたものの、依然

として、ベトナム国家公文書館での調査に

はある程度の日数が必要である。  

筆者は 2023 年度を通じ、3 期にわたり、

ベトナム国家公文書館のうちホーチミン市

にある第二文書館（Trung tâm Lưu trữ quốc 

gia II）で主にコーチシナ知事コレクション

（Phông Goucoch）の文書を調査する機会を

得た。この 3 回の調査の経験からは、第二

文書館の利用申請、閲覧申請、複写申請の

プロセスと所要時間は現在、下記の通りで

はないかと推定される。  

①利用申請（利用者登録）（即日）  

②閲覧申請（即日）  

③館長による閲覧申請許可（所要 1 日） 

④館員による閲覧文書・資料の準備（文

書・資料の性質や分量により、所要 1

日～）  

⑤閲覧（利用者による）  

⑥複写申請（即日）  

⑦館長による複写申請許可（所要 1 日） 

⑧館員による複写（文書・資料の性質や

分量により、所要 1 日～）  

⑨複写費用・閲覧費用の清算（即日）  

⑩複写物と領収書の受け渡し（即日）  

以下、具体的に各回の状況について報告

したい。なお、第二文書館のスタッフは大

変熱心で所蔵文書・資料に精通しており、

利用者の疑問点には丁寧に説明をしてくれ

る。下記の情報は主として調査計画時の参

考とし、入館後は積極的にスタッフから情

報収集することをお勧めする。第一文書館

のウェブサイトで公開されている規定類

（Trung tâm Lưu trữ quốc gia I. 2019）も一読

されたい。  

ベトナム国家公文書館（第二文書館）  

 

2. 2023 年 8 月予備調査  

(1) 利用申請  

実際に渡航する前に必要な書類を確認

するため、6 月 15 日（木）、第二文書館の

Facebook 記載のアドレスに電子メールで

問い合わせた。1 日後の 6 月 16 日（金）に

返信があり、必要書類は「パスポートの複

写（bản sao hộ chiếu (passport)」と「所属先

 

ベトナム国家公文書館（第二文書館）調査記  

 

澁谷  由紀  

（法政大学兼任教員、東京大学附属図書館アジア研究図書館  

上廣倫理財団寄付研究部門（U-PARL）共同研究員）  
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の紹介状、またはベトナム側の身元保証機

関からの紹介状（thư giới thiệu của cơ quan 
ông / bà đang công tác, hoặc của cơ quan bảo 
đảm ở Việt Nam）」であり、電子化されてい

ない文書・資料の場合、「（閲覧）申請書（giấy 
yêu cầu）」を提出した後、1 日後に文書・資

料が閲覧できる、との教示を受けた。  
この教示を受け、筆者のホームライブラ

リである総合図書館の調査支援担当に英文

の紹介状を発行してもらい現地に持参した。

英文紹介状に記載されていた内容は、利用

者氏名、所属先と職位、研究分野、研究テ

ーマ、利用日（開始日と終了日）であった。

8 月 2 日（水）朝 9:00 前に入館し、日本か

ら持参した紹介状を手渡し、オンライン利

用システム AIMS（Phân hệ khai thác trực 
tuyến）上で利用申請（利用者登録）を行っ

た。記入した項目は、名前、パスポート番

号、住所、電話番号、メールアドレス、氏

名、所属先、閲覧の目的、研究テーマであ

り、いくつかの項目は記入任意であった。  
(2) 閲覧申請と閲覧  

この時の調査では、閲覧申請は AIMS で

はなく、文書館デスクトップ PC に保存さ

れているエクセルファイルと 2000 年代初

頭より使用されている紙の申請書（phiếu 
yêu cầu đọc tài liệu）を使用するように案内

があった（理由は不明）。閲覧申請書には、

名前、パスポート番号、研究テーマ（chủ đề 
nghiên cứu）、閲覧希望資料のコレクション

名または資料群名、目録番号（ tên phông / 
khối tài liệu, mục lục số）、文書番号または資

料番号（ký hiệu hồ sơ / tài liệu）、文書また

は資料のタイトル（tiêu đề hồ sơ / tài liệu）
を記入した。筆者が利用した申請書はベト

ナム語版であった（2000 年代初頭にはフラ

ンス語版も存在していたが、現在も使用さ

れているのかはわからない）。  
同日 10:30 頃記入済み申請書を提出する

と、翌日 8 月 3 日（木）午後には閲覧でき

るとのことであった。同日 16:15 頃、申請

書の文書番号に誤りがあるとのことで申請

書の修正を求められるというハプニングが

あったものの、予定通り 3 日（木）14:00 頃

から閲覧が可能になった。複写申請には 2
日を要するということであった。この 8 月

の予備調査時は読んだ内容を持参したノー

トパソコンを使って書き写した。電源提供

は許可される。  
午前、午後の退館時にはそれぞれ、閲覧

者名簿にサインを行う。また一定期間の調

査終了時（帰国時、複写物受領時等）には

閲覧や複写に要した料金を清算する必要が

ある。清算後は領収書が発行される。  
(3) 利用証の発行  
 利用証がなくても閲覧は可能だというこ

とだが、希望すれば発行していただける。

写真はその場で撮影するため、持参する必

要はない。利用証があれば、文書館入口の

守衛所で毎回パスポートを提示する必要が

ないため便利である。  
 
3. 2023 年 12 月から 2024 年 1 月調査  
(1) 入館  

12 月 25 日（月）朝 9:00 前に入館し利用

申請をしたところ、前回 8 月と同一の研究

テーマのため利用申請は不要であるとのこ

とであった。持参した前回と利用日のみ異

なるが他は同一の英文紹介状を提出したと

ころ受理された。  
(2) 閲覧申請と閲覧  

この時の調査は 8 月の予備調査時と異な

り、文書・資料の検索と閲覧申請は AIMS
で行うように指示された。新たに AIMS の

アカウントは作らず、前回発行された ID と

パスワード（利用証の裏に印字）を用いて

ログインすればよいとのことであった。  
AIMS では、詳細文書検索（tìm kiếm hồ 

sơ nâng cao）で、検索対象のコレクション

（phông）を指定したり、仏領期からベトナ
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ム共和国期まで、およそ 60 の各コレクショ

ンを串刺し検索したりすることが原則とし

て可能である。ただし、文書館側が行う

AIMS 側の設定により、特定のコレクショ

ンが検索対象に含まれないことがあるので、

希望のコレクションや文書・資料が検索し

ても見つからない場合文書館スタッフに問

いあわせる必要がある。  
同日 10:50 頃、一枚目の閲覧申請書を

AIMS から送信し、同日午後に 2 枚目と 3
枚目の閲覧申請書を送信した。AIMS で個

人管理（quản lý cá nhân）というページから

請求管理（quản lý yêu cầu）のページに進む

と申請の処理状況が確認できる。  
翌 12 月 26 日（火）は終日文書館に滞在

していたが、閲覧許可は下りなかったため、

AIMS 上の目録や、閲覧室後方書架に備え

付けの紙の目録類（スタッフに声をかけれ

ば閲覧可能）に目を通す時間に充てた。27
日（水）の朝 8:00 過ぎに入館したところ、

25 日（月）の午後に送信した 2 枚目の申請

書に記載されている文書の閲覧許可が下り

ており、実際に閲覧することができた。  
この時の調査は西暦の年末年始を挟ん

だ。通常、ベトナムの国家公文書館は金曜

日午後は閉館だが、12 月 29 日（金）と 1 月

1 日（祝）は終日閉館であり、1 月 2 日（火）

は開館するとのことであった。  
(3) 複写申請と複写物の受領  

申請から受領までは基本的に「2 日かか

る（mất hai ngày）」が、館長の不在等により

それ以上かかることがあるので時間に余裕

をもった計画が必要である。  
複写申請の手続きは下記の通りであっ

た。まず、閲覧室に置いてある短冊に文書

の通し番号、スキャンかコピーかの別を記

載し、短冊を半分に折って、複写を希望す

る原資料を短冊で挟み、短冊の上からクリ

ップで止める。スキャンは電子データが渡

されるわけではなく、スキャンして紙に印

刷されるが、カラー刷りである。  
次に、AIMS で複写申請を行う。文書番

号（hồ sơ số）ごとに、文書内の通し番号（số 
ký hiệu）、抜粋（trích yếu）、ページ（tờ số）、
複写物の合計枚数（tổng số trang）を記載す

る。抜粋については、「Gouverneur de la 
Cochinchine, 3me bureau, N˚632-B」というよ

うな、（フランス語の）原資料の通し番号や

発行者名ではなく、主題（何について書か

れているのか）を端的に記載するようにと

指示があった。この指示を受け、「公田設立

に関する〇〇村の郷職の申請書」「〇〇村の

国有地の一覧表、1925 年」などとベトナム

語で記載した。申請時には複写（sao chụp）
または bản chứng thực（原本と相違ないこと

の証明を受けた写し）を選択する。  
なお、28 日（木）午後、申請書を書いて

「一時保存」をクリックしたところ、一時

間以上かけて記載した内容が消えてしまっ

た。出納された文書の単位ごとに複写申請

をするのがベストだろうが、ある程度記入

したら送信したほうがよいかもしれない。

複写申請には十分な時間的余裕を持ちたい。 
この時の調査では、1 月 2 日（火）午前

に複写申請した文書は 1 月 4 日（木）午前

に受領できる状態になっていた。  
(4) 利用証の更新  
 利用証の有効期間は毎年 1 月はじめから

12 月 31 日までである。この時の調査では

年末年始を挟んだため、1 月に入ってから、

2023 年末まで有効の利用証を 2024 年末ま

での利用証に切り替えていただいた。  
 
4. 2024 年 3 月調査  
(1) 入館  
 2024 年 3 月 8 日（金）8:05 に入館した。

前回と同一テーマのため、利用者登録は不

要であった。前回、前々回と同様、総合図

書館発行の紹介状を提出したが、所属先変

更がないならば紹介状は不要だということ
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であった。なお 8 日（金）は国際女性デー

であったが、通常通り午前中は開館だった。 

(2) 閲覧申請と閲覧  

前回のアカウントで AIMS にログインし、

8 日 9:00 頃に閲覧申請を行った。この時の

調査では串刺し検索が可能であったため、

コーチシナ知事コレクション以外のコレク

ションに含まれる文書も閲覧申請した。コ

レクションが異なる文書を一度に閲覧申請

する場合、コレクションごとに異なる請求

番号（số yêu cầu）の閲覧申請書が作成され

た。土日を挟み、3 月 11 日（月）13:30 に

入館したところ、閲覧許可は下りており、

文書準備中であった。1 時間ほどで最初の

文書が準備済みになり閲覧できた。  

なお、前回閲覧した文書の再閲覧も希望

していたが、「他の読者が閲覧中」のため、

閲覧申請できない文書が多かった。デジタ

ル化作業等による利用停止も想定されるの

で、研究期間中に調査は複数回想定してお

くのが望ましいと思われる。  

(3) 複写申請と複写物の受領  

11 日（月）16:00 頃に複写申請した文書

は、12 日（火）朝 8:00 の段階で館長決裁待

ちであった。同日 9:30 には決裁が完了して

おり、13 日（水）午前に確認したところ受

領可能な状態になっていた。  

 

5. おわりに  

 以上のように、2023 年から 2024 年はじ

めの段階では、最短で 1 週間程度ホーチミ

ン市に滞在すれば、利用申請から複写物と

領収書の受け渡しまでをなんとか完了する

ことができる。とはいえ、この 1 週間程度

というのはごく順調に許可が下りた場合に

限られる。調査計画の際には依然として余

裕を持った日程を組むことを推奨したい。  
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*2023 年 12 月から 2024 年 1 月調査と 2024 年 3 月調査

にあたっては JSPS 科研費 19K13441 の助成を受けた。  
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Kristi L. Wiley の Historical Dictionary of 
Jainism（BA72121707；アジア研究図書館で

は、このペーパーバック版である The A to 
Z of Jainism を所蔵している。分類記号は 4-
01 W:168c:wil）は、ジャイナ教教義や歴史

を網羅的に扱う、正確な内容を持つ手ごろ

な事典である。巻末に収められたジャイナ

教に関する二次文献の書誌一覧は、本書出

版時（2004 年）までに公表された主要な諸

研究を要領よくまとめ、初学者から専門家

まで重宝する。とはいえ、出版から 20 年を

経、この間にジャイナ教研究もさすがに深

化した。とりわけ、扱う分野の細分化と文

化人類学方面での進展は目覚ましい。新た

な項目の追加はもちろん、巻末の書誌一覧

には根本的な増補が必要である。  
そして今、アメリカでその改訂版の編集

が進行中である。当然、この改訂には書誌

情報の大幅な増補も含まれるため、編者の

ひとりから 2023 年 10 月 10 日に「日本人

の研究者が英語で公表したジャイナ教に関

する業績が知りたい」といった趣旨の問い

合わせを受けた。他の西洋諸語や日本語、

現代インド諸語を含めず「英語で」という

のは、単に版元の意向である 1。 
さてこの手のことを調べる場合、日本人

研究者であれば、最初に INBUDS つまり「イ

ン ド 学 仏 教 学 論 文 デ ー タ ベ ー ス 」

（https://www.inbuds.net/）にアクセスする

 
1 ゆえに Okuda, Kiyoaki. Eine Digambara-Dogmatik: Das fünfte Kapitel von Vaṭṭakeras Mūlācāra. 
Alt- und Neu-Indische Studien 15. Wiesbaden: In Kommission bei F. Steiner, 1975. など、英語以外

の西洋語で書かれた文献は、以下のリストに含まれていない。  

であろう。これを用いることで、本邦で出

版された論文集や学術誌の情報をおおむね

カバーできる ― と期待する  ― からであ

る。そこでまず当サイトを紹介したが、用

をなさない旨の連絡をうけた。そこで筆者

自ら書誌一覧の作成に着手し、11 月 20 日

に送付した。最初の問い合わせで“The goal 
of the four of us is to assemble a bibliography 
that is as comprehensive as possible.” とあっ

た（the four とは、この件に携わる研究者が

Wiley の他に 3 名いることを指す）ため、

網羅性を重視した。  
しかし、そのリストで示した情報が全て

新たな事典に収録されるかどうかは不明で

ある。その事典がいつ出版されるかも現時

点では未定である。筆者が 11 月 20 日に送

付した一覧を改めて見てみると、見落とし

やタイポが散見される。以上を鑑み、最初

に筆者が送付したリストに対する 2024 年 3
月 28 日時点での改訂版をここに公表し、併

せてレファレンスの一例として報告する。

将来、ジャイナ教の書誌データベース  ―  
北米では作成の機運があるとも聞く ― が
作成されるまでのおしのぎ、また本事典の

編集者らと同様、この種の情報を必要とす

る誰かのためになれば幸いである。いつか

の未来にどこかの有徳の人が日本のジャイ

ナ教研究史を書く時には、多少の役に立つ

かもしれない。  

 

日本人によるジャイナ教に関する研究など（英文）  

―  レファレンス事例として  ―  
 

河﨑  豊  
（東京大学附属図書館アジア研究図書館研究開発部門  助教）  
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書誌情報の記し方は Historical Dictionary 
of Jainism の書式を踏襲したが、本誌に掲載

するにあたり、日本語話者の便を考慮して

日本語の情報を挿入した。人名の漢字表記

や学術誌の日本語名などである。  
日本でジャイナ教を専らとする者は少な

い。ゆえに英語で著された論文数も限定的

である。短期間で一覧化しえた所以である。

とはいえ生来 pramatta な人間による一覧化

である上、筆者はいわゆるインド古典文献

学の中に棲む者であり、文化人類学をはじ

めとする他分野の成果に疎いことを自覚し

ている。情報の補足を乞う次第である。  
最後に、昨年に作成した最初の草稿に対

し、西坂季恵、藤永伸、堀田和義から教示

を得たことを、感謝をこめて記す。  
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アジア研究図書館利用案内 

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/asia/user-guide 

場 所    総合図書館４階 

開館日／閉館日  総合図書館の開館日・閉館日に準じます。 

  開館日  以下閉館日を除くすべての日 

  閉館日  年末年始(12月28日～１月３日) 

           定例休館日(おおむね毎月第４木曜日) 

           夏季の一斉休業日(２日間) 

           試験等大学行事のための閉館日 

               その他臨時閉館日 

開館時間 

 

 

 

 

 

学外の方もご利用いただけます。詳しくはホームページをご覧ください。 

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/general/user-guide/outside/gakugai 

曜日等 通常期 8月・3月 

月～金曜日 8:30～22:30 8:30～21:00 

土・日・祝日 9:00～19:00 9:00～17:00 

次号の予定 

第16号は令和6年7月1日に発行予定です。 

ニューズレターへの情報提供、投稿や、記事への

ご要望があれば、東京大学アジア研究図書館

(asialib[at]lib.u-tokyo.ac.jp)までお知らせ下

さい。 

 

 

 

 

 

編集後記 

第15号をお届けします。 

今回は、目録刊行報告、弊館所蔵資料の蔵書評価

および集書方針への提言、海外公文書館調査記、

最後にレファレンスの一事例と、多彩な内容で構

成されることになりました。それぞれの領域を専

門とする学生、教員、また図書館関係者の方々の

お役に立てば幸いです。(J) 
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